
希望のもてる東京へ

埼京線にホームドアを早く
JR東日本、国交省に要請

平和のための北区戦争展 真ん中世代交流会

先
日
、
30
代
か
ら

50
代
の
皆
さ
ん
と
話

し
合
う
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
時
に

話
題
に
な
っ
た
の
は
、

大
学
の
学
費
と
奨
学

金
。「
学
費
が
高
く
て

パ
イ
ト
代
だ
け
で
な

ん
と
か
で
き
る
時
代

は
終
わ
っ
た
」、「
奨
学

金
返
済
の
負
担
が
重

く
、
自
己
破
産
を
考

え
る
人
も
い
る
」、「
未

成
年
の
中
で
も
分
断

や
格
差
が
広
が
っ
て
い

る
」
な
ど
、
自
ら
の

経
験
や
子
育
て
中
の

親
と
し
て
の
実
感
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
大
学
生
の
半

8 月 30 日、日本共産党北区議員団、そねはじめ都議、田原聖子
衆院東京 12 区国民運動部長らと、ＪＲ埼京線へのホームドア早期設
置や無人改札の解消を求め、国交省、ＪＲ東日本に要請を行いました。

要請には、小池晃参院議員・党書記局長と吉良よし子、伊藤岳の
両参院議員、米倉春奈都議も同席しました。

最初に、埼京線全駅への速やかなホームドア設置、ホームへの安
全人員の配置、無人改札への人員配置などを求める要望書を、JR の
担当者に提出しました。

私は、「ホームでは朝夕のラッシュで人があふれ、一歩間違えると
転落の危険がある。 利用者が
安心安全に移動できるように
すべきだ」と発言しました。

ＪＲは、りんかい線の車両入
れ替えが進む 2026、27 年以
降にホームドアの整備を順次進
める」とのべました。

8 月２４・２５日に北とぴあで開
かれた戦争展に参加。 満州から
の引揚者の壮絶な体験を聞き、
平和の大切さを痛感しました。

日本共産党がよびかけた「真
ん中世代交流会」。子育て世代の
みなさんとお話しする中で、生き
づらい社会の実態が浮き彫りに。

お困りごと、ご相談があれば、田
原聖子・せいの恵子事務所まで、お
気軽にご連絡下さい。

ご相談は
お気軽に
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数
が
奨
学
金
を
利
用

し
、
そ
の
貸
与
総
額

の
平
均
は
３
２
４
万
円

に
も
な
り
ま
す
。
多

く
の
人
が
大
学
卒
業

後
に
奨
学
金
と
い
う

借
金
を
背
負
い
、
13

〜
20
年
と
い
う
長
期

間
に
わ
た
っ
て
返
済
を

続
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

私
は
、
若
い
人
が

将
来
に
希
望
が
持
て

な
い
社
会
を
変
え
て

い
き
た
い
。

収
入
や
環
境
で
の

格
差
を
な
く
し
、
高

等
教
育
無
償
化
や
給

付
型
奨
学
金
の
拡
充

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

落下の危険と隣り合わせの十条駅ホーム

やっぱり平和が一番 学費・子育てトーク

せ
い
の 

恵
子
の

若い人が将来に希望を持てる社会に 千
思
万
考


